
FASS検定公式学習ガイド（2013年度初版第1刷）正誤表 2013年11月27日更新

頁 項目 誤 正
17-Q 18の問題文 c） 破産更正債権 c） 破産更生債権

17-A 18の解説文 ③破産更正債権：債権額から・・・ ③破産更生債権：債権額から・・・

22-Q 31の問題文 ・・・発生原因の明確に・・・ ・・・発生原因を明確に・・・

27-Q 44の問題文 ・・・（　A　）実施報告、（　B　）方法・・・ ・・・（　A　）実施報告方法、（　B　）方法・・・

32-Q 59の問題文 ・・・滞留年齢の設定しない。 ・・・滞留年齢を設定しない。

32-A 61の解説文 ・・・固定資産の取得が承認されるてしまう、 ・・・固定資産の取得が承認されてしまう、

36-Q 70の問題文 b） A: 直接　　B: 間接 b） A: 間接　　B: 直接

36-A 70の正解 c a

36-A 70の解説文 したがって、正解は（c）となる。 したがって、正解は（a）となる。

38-Q 76の問題文 A：請求書内容と支払依頼内容をの突合せを行う A：請求書内容と支払依頼内容の突合せを行う

41-Q 84の問題文 d） A: 納品　　B: 工事完成 d） A: 工事完成　　B: 納品

42-Q 85の問題文 ・・・製品化される線品マスターの・・・ ・・・製品化される製品マスターの・・・

54-Q 113の問題文 ・・・留意すべきポイントして、・・・ ・・・留意すべきポイントとして、・・・

60-Q 129の問題文

A社: 議決権の45％を所有し、当該会社の取締役の半数を当社の役員が兼務している
会社
B社: 議決権の45％を所有しているのみの会社
C社: 議決権の35％を所有し、当該会社の取締役の半数を当社の役員が兼務している
会社

A社: 議決権の45％を所有し、当該会社の取締役の過半数を当社の役員が兼務してい
る会社
B社: 議決権の45％を所有しているのみの会社
C社: 議決権の35％を所有し、当該会社の取締役の過半数を当社の役員が兼務してい
る会社

70-Q 151の問題文 d） ・・・できることから、毎期必ず繰延税金資産を計上しなければならない。 d） ・・・できることから、繰延税金資産を計上することができる。

70-A 151の解説文
・・・できることから、毎期必ず繰延税金資産を計上しなければならないので、
正解は（d）となる。

・・・できることから、繰延税金資産を計上することができる。したがって、正解は（d）とな
る。

73-Q 159の問題文

A：非課税取引である売上
B：輸出免税である売上
C：課税対象外である売上

・・・

d） A及びB

A：非課税取引である売上
B：輸出免税である売上

・・・

d） A,Bいずれも該当しない

74-Q 163の問題文 ・・・やむを得ない事情がにより・・・ ・・・やむを得ない事情により・・・

74-A 164の解説文 ・・・7年目はは帳簿・・・ ・・・7年目は帳簿・・・

81-Q 183の問題文 ・・・算定の額と突合し金額を確認を・・・ ・・・算定の額と突合し金額の確認を・・・

81-A 183の解説文 ・・・算定の額と突合し金額を確認を・・・ ・・・算定の額と突合し金額の確認を・・・

84-Q 190の問題文
・・・この場合の定額控除限度額は年（　B　）となる。」 ・・・この場合の定額控除限度額は年（　B　）となる。」

※平成25年3月31日以前に開始する事業年度の法人とする

84-Q 191の問題文
a） A: 税制改正に関する資料　B: 税額算定方法
b） A: 税制改正に関する資料　B: 納付手続

a） A: 税制改正　B: 税額算定方法
b） A: 税制改正　B: 納付手続

84-Q 192の問題文 ・・・のうち、もっと適切なものは・・・ ・・・のうち、最も適切なものは・・・

84-A 190の解説文

・・・損金算入することができる。したがって、正解は（d）となる。 ・・・損金算入することができる。したがって、正解は（d）となる。
尚、平成25年度税制改正により「中小法人交際費課税の特例の拡充」として平成25
年4月1日～平成26年3月31日において開始する事業年度を対象に、資本金の額又は
出資金の額が1億円以下の法人（中小法人）にかかる交際費課税について、定額控除
限度額が年600万円から年800万円に引き上げられるとともに、定額控除額に達する
まで全額損金算入可能となった。

86-A 197の解説文 ・・・について受任義務があるとされ・・・ ・・・について受忍義務があるとされ・・・

88-Q 201の問題文 ・・・として適切でないものはどれか。 ・・・として適切なものはどれか。

93-Q 210の問題文 ・・・誤り・漏れなどが発生の防止・・・ ・・・誤り・漏れなどの発生の防止・・・

97-A 221の解説文 振出人の署名（記名捺印でもよい)） 振出人の署名（記名捺印でもよい）

99-Q 228の問題文 ・・・もっとも適切でないものはどれか。 ・・・もっとも適切なものはどれか。

99-Q 228の問題文 d） ・・・　B: 先日付小切手の場合も例外 d） ・・・　B: 先日付小切手の場合は例外

104-A 241の解説文 ・・・管理しているものにについては・・・ ・・・管理しているものについては・・・

104-Q 242の問題文 ・・・に当てはまる語句はの組み合わせ・・・ ・・・に当てはまる語句の組み合わせ・・・

105-Q 245の問題文 ・・・（　　　）内は入る・・・ ・・・（　　　）内に入る・・・

106-Q 247の問題文 ・・・（　A　）ついて、・・・ ・・・（　A　）について、・・・

114-A 270の解説文 ・・・にも保管されれている・・・ ・・・にも保管されている・・・

119-A 285の解説文 ・・・円換算ついては・・・ ・・・円換算については・・・

※修正・削除・追加等を行った部分を赤字にて表記しております。


